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法人格/ふりがな

代表者氏名 役職

郵便番号

住  所

団体TEL

URL

活動エリア 　県北 県全域

活動分野（テーマ）
保健・医療・

福祉の増進
環境の保全 子どもの健全育成

役員・会員 役員 理事/監事 7/1人 16

前年度収入（決算） 11,860 千円

（緊急時から）平常の生活になったことで、スタッフそれぞれが震災・事故前に営んでいた生活に戻っていった。財政的な

面から言っても人件費にこれ以上割くことも難しいので、現状は慢性的な人手不足になっている。

主として助成金、そして寄附金で賄っている。自主事業の収入では助成金が無くなった際に、その穴をカバーするほどの収

入にはなっていない。

目的から言って他の団体形態では成り立たない。平成２９年７月認定NPO法人取得

ない。

c.資金集め（会費・寄付）や自主事業収入について

d.法人格の選択及び認定NPO法人・公益法人取得について

e.活動への福島の復興の影響

b.理事会や事務局機能、会計・監査機能の整備

直近3年の主な

事業

（実績）

○食品・環境放射能測定　　　　　　○WBC（ホールボディーｶｳﾝﾀｰ測定）事業

○健康相談会（健康ノートの配布、陰膳調査、野菜の販売 等）　　○ふくしまくらす交流会(セミナー

含)　

○子ども向け放射能ワークショップ　○ホットスポットファインダー測定（空間線量マップ化）

○みんなのデータサイト （市民放射能測定データサイト）　　　　○子どもの自然体験と交流事業

○冊子・通信発行

今年度主な事業

（取組み）

○食品・環境放射能測定　　　　　　　　　○ホットスポットファインダー測定（空間線量マップ化）

○ふくしまくらす交流会(セミナー含)　　　○子どもの自然体験と交流事業　　　○冊子・通信発行

○映像対話イベント

正会員 個人16/団体0

地域へのメッ

セージ

行政に代わるセカンドオピニオンを提供する非営利組織として30年の長きに渡って放射能を監視し、福島

での暮らしを回復するために、学びの場を提供します。放射能測定、交流会を充実し、放射線セミナー、

こども向け放射線ワークショップを開催するなど放射能防護のための知識普及を目指していきます。

◆いろいろお伺いしました

a.震災から7年を過ぎ、今後への展望

放射能測定は活動のベースではあるが、食品放射能測定の外部からの依頼の激減から内部で資金を工面して継続していくこ

とになった。今後は、現状を判断できる情報については放射能に留まらず提供し、将来の展望を求める市民とともに二人三

脚で歩んでいきたい。

団体概要

（定款・会則による

団体のミッション

等）

この法人は、東京電力福島第一原子力発電所の事故による放射性物質飛散に伴う健康被害を最小限に食い

止めるための放射能汚染の検査体制を確立・整備するとともに、各地で放射能防護に関する団体と協力す

ることで、放射能防護に関して「自ら測り、自ら考え、自ら判断」する社会基盤つくりに寄与することを

目的とする。

０２４‐５７３‐５６９７ FAX ０２４‐５７３‐５６９８

https://fukushima-30year-project.org メールアドレス info@fukushima-30year-project.org

情報化社会の発展

阿部　浩美 理事長

活動拠点

所在地

９６０‐０２０１

福島県福島市飯坂町字一本松１１−７

福島県地域活動団体　情報シート  （ 20 1 7年度）　

法人格名 ふくしまさんじゅうねんぷろじぇくと

団体名 認定特定非営利活動法人 ふくしま３０年プロジェクト


